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法学部教授　木 幡 文 德
　平成21年７月６日砂田卓士先生が亡くなられた。先生は私にとって，専修大学で
の学部・大学院での恩師であり，私が専修大学法学部に助手として採用されて以来，
同僚（というのはおこがましいが）であり，職場においては今村法律研究室長，法学
部長としてその他の多くの場で上司でもあった。先生との係り合いについて思い出
せばこれ様々あり，とてもここに余さず記することなどできない。そこで，ここに
先生との思い出の極一片をお示しし，また皆さんにも今村法律研究室との先生の関
係を改めて思い起こしていただき，先生に感謝をささげる機会としたいと思う。
　砂田先生に最初にお目にかかる機会となったのは，1964（昭和39）年の１月であ
ったからもうほぼ46年も前のことになる。母校の福島県立田村高等学校の恩師であ
る佐藤武弘先生（故人）からご紹介を受け佐藤先生と専修大学の同期である砂田卓
士先生にお会いするために，現在の神田校舎の場所を訪れた時のことである。当時
の神田校舎のアーケイド式になっていた入口の横の受付で，来訪の向きを伝えたと
ころ，程なく先生が現れ，私は受付横の部屋で挨拶し，先生は就職指導の業務の関
係で出かけなければならないとのことで短時間の面会ではあったが，先生からは大
変精悍でエネルギッシュな印象を受けたのを覚えている（砂田先生は，大学の役職
として就職指導関係の仕事を昭和29年以来私が在学中の昭和42年に至るまで務められて
おり，専修大学の学生の就職につき，新規事業所の開拓を含めて企業関係を積極的に訪
問されていたと伺っている。昭和39年当時は就職指導部長として活動されており，今日
の専修大学での就職部門の評価の礎を築いた方の一人であると思っている）。
